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近
年
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
人
口
減
少
や
家
族
構
成
の

変
化
な
ど
を
背
景
に
、
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
そ
の
数
は
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
多
く
の
方
が

空
き
家
問
題
の
当
事
者
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
を
放
置
す
る
と
、

老
朽
化
に
よ
り
外
壁
や
屋
根

が
飛
散
し
た
り
、
庭
木
が
隣

地
ま
で
伸
び
た
り
す
る
な
ど

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

空
き
家
を
狙
っ
た
窃
盗
事
件
、

不
法
占
拠
、
放
火
な
ど
の
犯

罪
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
は
急
激
に
老
朽
化
が

進
み
、
資
産
価
値
が
低
下
し

ま
す
。

　
住
宅
を
壊
し
た
時
に
出
る

ご
み
の
処
分
費
や
人
件
費
の

高
騰
な
ど
の
要
因
か
ら
解
体

費
用
も
上
昇
し
て
い
る
た
め
、

容
易
に
空
き
家
を
壊
す
こ
と

が
で
き
ず
、
状
態
の
悪
い
空

き
家
が
放
置
さ
れ
る
な
ど
全

国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

空
き
家
が
抱
え
る
課
題

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た

「
空
家
等
調
査
」
で
、
７
年

間
で
約
3
0
0
戸
も
の
空
き

家
が
増
え
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
空
き
家

の
中
で
も
、
ま
だ
住
宅
と
し

て
活
用
で
き
る
物
件
が
４
割

程
度
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。

　
少
し
で
も
多
く
の
空
き
家

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
課
題

の
解
決
に
近
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
空
き
家
は
調
査
以

降
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

引
き
続
き
実
態
の
把
握
と
空

き
家
の
解
消
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
の
解
消
や
発
生
を

抑
制
す
る
た
め
に
は
、
行
政

に
よ
る
取
り
組
み
に
加
え
、

建
物
の
所
有
者
や
管
理
者
一

人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
空
き
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
て
感
じ
る
こ
と
は
、

年
月
を
重
ね
た
分
だ
け
住
宅

に
は
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
入
れ
が
詰
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
、
住
宅
の
片
付
け
に

は
時
間
が
か
か
る
ほ
か
、
解

体
や
他
人
の
手
に
渡
る
こ
と

を
た
め
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
長
年
だ
れ
も
住

ん
で
い
な
い
住
宅
は
傷
み
が

激
し
く
、
多
額
の
改
修
費
が

障
壁
と
な
り
売
買
に
結
び
付

か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
空
き
家
に
な
っ
て

間
も
な
く
売
り
に
出
し
た
物

件
が
、
早
期
の
成
約
に
結
び

つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
は
、
空
き

家
に
な
る
前
か
ら
親
族
で
話

し
合
い
、
早
め
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
近
年
は
本
市
へ
の
移
住
者

が
増
加
し
て
お
り
、
中
に
は

予
算
は
抑
え
な
が
ら
従
前
よ

り
広
い
家
を
求
め
て
中
古
住

宅
を
探
す
方
も
い
ま
す
。

　
市
で
は
定
期
的
に
空
き
家

相
談
会
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
を
積
極
的
に

流
通
さ
せ
る
た
め
、
清
掃
や

改
修
に
活
用
で
き
る
補
助
金

の
ほ
か
、
市
外
・
県
外
か
ら

の
移
住
者
が
住
宅
を
取
得
す

る
際
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
住
宅
を
ど
う
す
る

か
漠
然
と
し
た
悩
み
を
お
持

ち
の
方
も
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
県
宅
建
協
会
白
河
支
部
は
、

平
成
28
年
に
市
と
「
空
家
の

媒
介
等
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

物
件
登
録
や
売
買
・
賃
貸
借

契
約
の
媒
介
業
務
な
ど
で
連

携
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

や
他
の
関
係
団
体
と
と
も
に

「
白
河
市
空
家
等
利
活
用
促

進
対
策
協
議
会
」
を
組
織
し

て
お
り
、
年
に
２
回
、
空
き

家
の
個
別
相
談
会
で
対
応
に

あ
た
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
空

き
家
対
策
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
空
き
家
対
策
で
重
要
な
の

は
「
と
に
か
く
放
置
し
な
い

こ
と
」
で
す
。
購
入
や
賃
借

し
て
く
れ
る
人
に
早
期
に
引

き
渡
す
こ
と
や
、
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
き
れ
い
な
状
態
を

保
つ
と
空
き
家
の
イ
メ
ー
ジ

も
良
く
な
り
、
買
い
手
や
借

り
手
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
断
熱
材
の
使
用
状
況
、
下

水
道
や
浄
化
槽
に
関
す
る
状

況
な
ど
、
空
き
家
の
購
入
や

賃
借
を
検
討
し
て
い
る
方
の

目
に
は
見
え
に
く
く
、
な
か

な
か
注
目
し
づ
ら
い
部
分
も

含
め
、
相
談
者
の
立
場
に
な

り
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
白
河
市
は
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
も
あ
り
ま
す
し
、
何
よ

り
改
修
補
助
な
ど
の
支
援
制

度
が
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

方
や
、
所
有
者
に
な
る
可
能

性
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

本
市
の
空
き
家
の
現
状

（公社）県宅地建物取引業協会
白河支部長　髙

た か

山
や ま

 輝
て る

行
ゆ き

氏

私たちが、サポートします！

空き家の数 （軒）

（軒） 【危険度・外観判断（Aが一番危険）】空き家の状態

地区名 平成27年度 令和４年度 増減
白河 774 963 +189
表郷 112 166 +54
大信 52 68 +16
東 53 90 +37
計 991 1,287 +296

A　危険なので早期の対応が必要

B　今すぐに倒壊などの危険性はない  
　  が、管理が行き届いておらず、損
　  傷が激しい
C　管理が行き届いておらず損傷も見
　  られるが、当面の危険性は低い

地区名 危険度・外観判断
A B C D

白河 33 123 424 383
表郷 11 35 77 43
大信 4 16 25 23
東 4 21 45 20
計 52 195 571 469
合計 1,287

「
プ
ロ
な
ら
で
は
の
目
線
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

放
置
せ
ず
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

「
手
厚
い
制
度
を
紹
介
し
ま
す
」

D　建物の状態として特に問題はない

市企画政策課移住定住推進係

佐
さ

藤
と う

主査

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
移
住
定
住
推
進
係

☎
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我
が
家
の
た
め
、
家
族
の
た
め

我
が
家
の
た
め
、
家
族
の
た
め

考
え
よ
う
空
き
家
の
未
来

考
え
よ
う
空
き
家
の
未
来

特
集

特集　我が家のため、家族のため
　　　考えよう空き家の未来
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空き家の購入・賃借を検討している方へ空き家の購入・賃借を検討している方へ

　「市外から市内へ」移住する
ために住宅を取得した方に、取
得費の一部を補助します。

　空き家の利活用促進や
適切な管理に向けたセミ
ナーを開催しているほか、
不動産のプロが対応する
個別相談会を実施してい
ます。

　自宅のパソコンやスマホ、タ
ブレットから、オンラインで市
の窓口相談が利用できます。

　空き家の売却または賃貸を希望する所有者と、空
き家の利用を希望する方をマッチングする制度です。
　また、登録された空き家は、一定の条件で改修費
などの補助を受けることができます。

《来て「しらかわ」住宅取得
　支援事業補助金》

《空き家バンク登録》 《どこでもオンライン相談窓口》

《空き家活用セミナー・個別相談会》

※詳しくは企画政策課にお問い合わせください。主な支援制度

実際に空き家を売却した方の声実際に空き家を購入した方の声

高齢の母に代わり、
手続きを行ったＭさ
ん（県外在住）

空き家を相続した
Sさん（市内在住）

『空き家バンク改修等支援事業補助金（清掃費）』を活用 空き家の個別相談会に参加

　母が施設に入所するこ
とになり、母と相談し、
家を売却することに決め
ました。不動産会社に相
談したところ、空き家バ
ンクへの登録を勧められ
ました。私は県外在住の
ため、市の担当者とメールや電話で相談をしながら
登録を行い、登録完了から約３か月で買い手が見つ
かりました。家財道具が多く残っていたため、補助
金を活用し、家財処分とハウスクリーニングを行い
ました。かかった費用16万円のうち15万円の補助
を受けることができました。
　価格設定など、不動産会社の方が親身に相談に応
じてくれ、スムーズに登録することができました。

　個別相談会で、亡く
なった母が住んでいた空
き家の相談をしたところ、
空き家バンクへの登録を
勧められました。後日改
めて市に相談したところ、
相続登記や家財の片付け、
庭の管理を行うことを助言され、登録に向けて手続
きを進めました。登録が完了してから約３か月で買
い手が見つかりほっとしました。
　家を建てた親の思いを考え、家族とよく話し合い
ながら、売買価格の設定や価格交渉をしました。夏
場の草刈りも大変でしたが、少しでもきれいな状態
で購入してもらおうと、管理に努めました。　
　同じような境遇の方には、早めに市や不動産会社
に相談することをお勧めします。

Mさん（右ページ）の
物件を購入したKさん
夫婦（県外から移住）

『来て「しらかわ」住宅取得支援事業補助金』
『空き家バンク改修等支援事業補助金（改修費）』を活用

　福島県周辺への移住を
検討していたところ、不
動産会社のホームページ
で物件を見つけました。
　市に問い合わせ、空き
家バンクの登録物件であ
ること、補助金の対象に
なることが分かり、購入
の後押しとなりました。内覧し、きれいな物件だっ
たのですぐに購入を決めました。
　改修工事は外壁・屋根の塗装、給湯器の交換、ク
ロスの張替えなどを行い、補助金を申請した結果、
住宅取得の補助金で150万円、改修費用の補助金で
140万円の交付を受けることができました。

広い住宅を探し
ていたＫさん家
族（市内在住）

空き家を所有する方へ空き家を所有する方へ

『空き家バンク改修等支援事業補助金（改修費）』を活用

　元々は市内の賃貸ア
パートに住んでいました
が、子どもの成長ととも
に手狭になり、広々とし
た中古住宅を探していた
ところ、空き家バンクで
良い物件を見つけました。
　補助金を活用し、外壁塗装、トイレの交換、クロ
ス・襖

ふすま

の張替えなどを330万円かけて行い、補助金
として150万円の交付を受けました。
　中古住宅は、改修費用がかかっても、新築に比べ
て安価で取得できることが最大のメリットだと思い
ます。また、内覧してから購入を決められるので、
住宅での暮らしをイメージしやすいことも良かった
です。

　　　相談会の様子▶

～『空き家バンク改修等支援事業補助金』の活用事例～
改修（浴室の例） 清掃（家財処分の例）

県外から 200万円最大

県内から 100万円最大

《白河暮らし空き家改修等
　支援事業補助金》
　子育て世帯や県外からの移住
者などが行う空き家の改修費と
清掃費の一部を補助します。

改修費＋清掃費

240万円最大

　空き家バンクに登録されてい
る空き家の改修費と清掃費の一
部を補助します。

《空き家バンク改修等
　支援事業補助金》

改修費 150万円最大

清掃費 15 万円最大
詳しくはこちら▶詳しくはこちら▶

各種制度の詳細はこちら▶

特集　我が家のため、家族のため
　　　考えよう空き家の未来


